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Ⅰ㧚問題と目的網

 

近年ޔ発㆐㓚ኂ者支援法のᣉ行ޔ߿特別支援教育の発展・᜛大にࠅࠃ発㆐㓚ኂ児・者への支援ߪ益々

その必要性߇強߹ߞて߈ている。そのࠃうߥ中ޔߢ発㆐㓚ኂ児の発㆐援助を行うにあたߞてޔߪその

家族߇抱える生活਄の困難さ߿ス࡟࠻スを理解ޔߒ長期に渡る㓚ኂฃ容の過程を支えていくこと߇㊀

要ߢあること߇指摘さࠇている㧔大西㧘2007㧧㊁↰㧘2008㧕。特に自閉傾向の発㆐㓚ኂを持つ子߽ߤ

ޔࠅておࠇる⁛自の困難さを持つと言わߥ異ߪ他の㓚ኂとޔてߞࠃその自閉傾向特有の行動特ᓽにߪ

家族への支援ߪ大ߥ߈課題ߢある。ここޔߪߢその⁛自の困難さの背᥊にある要因を概観ޔߒ本研究

の目的を記述ߔる。 

 

㧝．問題 

 

㧔1㧕自閉症スࡓ࡜࠻ࠢࡍ 

自閉症研究においてߪその本態߿成因ޔ治療教育に⥋る߹ߢ多くの学説にߞࠃて議論ߥ߇さࠇて߈

た。自閉症の状態像ߪ多岐にわたߞているޔ߇Wing・Gould㧔1979㧕ޔߪそࠄࠇに共通ߒてみࠇࠄる

症状とߒてޟ㓚ኂのਃつ組ޠという概念を報告ߒた。その 3 つとߪԘ社会的相੕交ᷤの㓚ኂޔԙコࡒ

ュ࠾ケ࡯ションの㓚ኂޔԚ想像力の㓚ኂ ߢあޔࠅこの概念を基本にߒた現在の主要ߥ⸻断基準߇

DSM-Φ-TR と ICD-10 ある。DSM-Φ-TRߢ ショ࡯ケ࠾ュࡒコޔ㓚ኂߥ対人的相੕෻応の質的ޔߪߢ

ンの質的ߥ㓚ኂޔ行動・興味・おࠃび活動の限定さࠇた෻ᓳ的ߢ常同的ߥ様式の 3 つ߇主軸とߞߥて

いる。߹たޔ自閉症ߪ知的発㆐߿症状の表現型߇幅広くޔそߪࠄࠇㅪ⛯体をߒߥているという考え߆
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以ਅޔ㓚ኂ㧔autism spectrum disordersࡓ࡜࠻ࠢࡍ自閉症スߪWing㧔1981㧕ޔࠄ ASD㧕という概念

を用いておޔࠅASD について Wing㧔1996㧕ޟޔߪ広汎性発㆐㓚ኂ㧔pervasive developmental disorder, 

PDD㧕におおࠃそ相当ߔるޠとߒている。߹たޔDSM-Φ-TR における PDD にࠕߪス࡯ࠟ࡞ࡍ㓚ኂ

߽含߹ࠇておࠕޔࠅス࡯ࠟ࡞ࡍ㓚ኂߪ言語発㆐の遅ࠇを特ᓽとޔߕߖ਄記の 3 つの症状のうちコࡒュ

ASDޔうにࠃている。このࠇ߆㒰ࠄ߆断の基準⸻߇㓚ኂߥションにおける質的࡯ケ࠾ の⸻断ߪ生物学

的ߥ根᜚に基ߠく߽のߥߪߢくޔ行動的特ᓽࠄ߆行う߽のߢあるためޔ確定⸻断߇難ߒい㓚ኂとߞߥ

ている。そのために親߇㓚ኂに気ߠいてࠄ߆⸻断の告知に⥋る߹ߢに大߇࡟࠭ߥ߈生ޔߓそのタイࡓ・

 。ているとの報告߽ある㧔夏堀㧘2004㧧᧻永・廣間㧘2010㧧山根㧘2010㧕ߞ߇ߥ親の心理的⽶担につ߇ࠣ࡜

網 本研究においてޔߪ自閉症ޔ高機能自閉症ࠕޔス࡯ࠟ࡞ࡍ㓚ኂޔ広汎性発㆐㓚ኂを全て含߻語とߒ

てޔ自閉症スࡓ࡜࠻ࠢࡍ㓚ኂ㧔ASD㧕を使用ߔる。 

 

㧔2㧕ASD 児のᗲ着形成過程 

Bowlby のឭ唱ߒたᗲ着理論におけるᗲ着㧔attachment㧕とޔߪ数੗・遠藤㧔2005㧕にࠃるとޟޔ個

体߇あるෂ機的状況に接ޔߒあるいߪ߹たޔそうߒたෂ機を੍知ޔߒ恐߿ࠇ不቟の情動߇強く喚起さ

ࠃߒ቟全の感覚㧔felt security㧕を回ᓳ・維持ߥ主観的ޔてߒ特定の他個体への近接を通ޔたᤨにࠇ

うとߔる傾向性ޠのこととさࠇている。ᗲ着に関ߔる研究ޔߪASD 児を対象にߒた߽の߽数多くある。

Kanner㧔1943㧕ޟ߇早期ᐜ児自閉症ޠとߒて 11 人の子߽ߤの症例を発表ߒた当初ޔߪASD 児ߪᗲ

着を形成ߔること߇困難ߢあると考えࠇࠄて߈た1990ޔ߇ 年前後に報告さࠇたス࡟࠻ンࠫ・シチュエ

ASDޔるとࠃション法㧔Ainsworth㧘Blehar㧘Waters㧘&Walls㧘1978㧕を用いた研究に࡯ 児߽養育

者に対ߒてᗲ着を形成ߔること߇確認さࠇた。ޔߒ߆ߒ␹園㧔2000㧕にࠃるとޟޔ自閉症児のᲣ親㆐

と߽ޠているߒているとの感触を表᣿ߞߥに異߆ࠄ᣿ߪとࠇ健常児のそ߇ᗲ着の様相ߔ示߇子߇ᚒߪ

言わࠇておޔࠅᗲ着研究においてߪ㊂的側面のみߥߪߢく質的側面を検討ߒていく必要߇あること߇

指摘さࠇた。 

その後ޔ質的研究߇進めࠇࠄる中ޔߢASD 児のᗲ着形成の過程ߪ定型発㆐児とߪ異ߥる⁛自の過程

を持つこと߇示さࠇて߈た。別府㧔1994㧕にࠃるとޔその⁛自の過程とߪ 3 段㓏ߢ構成さࠇておޔࠅ

第 1 段㓏ޟߪ密着的接近ޠの段㓏ޔ第 2 段㓏ޟߪ不቟・不快ߥ場面ߢ求める関係ޠの段㓏ޔ第 3 段㓏

養育者に対ߪある。定型発㆐児ߢての段㓏ߒとޠう心理的቟全基地߆場面に立ち向ߥ不቟・不快ޟߪ

ASDޔ一方ޔ߇ての関係を養育者に求めるߒとޠ心理的቟全基地ޟߒ 児ߪ 3 段㓏における第 2 段㓏の

る㨬㆏ౕ的቟全基ࠇてくߒ要求を満たߥ養育者をౕ体的ޔにおいてޠ求める関係ߢ場面ߥ不቟・不快ޟ

地｣とߒて求めているとさࠇる㧔伊藤㧘1994㧕。このࠃうߥ⁛特ߥᗲ着形成の過程を前にޔ養育者ߪ

困難さ߿不቟を抱ࠄ߇ߥ߈育児を行うことにߥる。養育者߇子߽ߤとのᗲ着形成に困難を感ߓている
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ことߢ子育てのス࡟࠻スࠅࠃߪ強くޔࠅߥ抑うつ的にߥることᤨޔ߿にߪ激ߒい感情を行動化ߒてߒ

߹うこと߽あるߢあࠈう。 

߹たޔ養育者の対処行動߿育児観߇子߽ߤのᗲ着形成に何߆ࠄの影響を及߷ߒている可能性߽ある。

こߪࠄࠇ相੕に複雑に関ㅪߒ合ߞている߽のと考えࠇࠄる。␹園㧔1999㧕ޔߪ自閉症児のᗲ着形成と

Უ親の意識変革との関係を検討ޔߒᲣ親の意識変革߇Უ子のᗲ着関係の形成߿関係改善に大ߥ߈影響

を及߷ߒたことを指摘ߒている。他に߽ޔᲣ子の関係に焦点を当てた研究に小林㧔2005㧕߇ある。小

林㧔2005㧕ޟߪ関係発㆐ޠの視点ޔࠄ߆Უ子関係の調ᢛを㊀要視ߒている。߹たޔASD 児の発㆐を

支援ߔるにあたߞてޔߪ主要ߥ生活場面において᜚ࠅ所とߥるᗲ着対象߇複数ሽ在ߔること߇㊀要ߢ

あるとߔる指摘߽ある㧔別府㧘2007㧕。いࠇߕにߒて߽ޔASD 児のᗲ着形成ߪᲣ子෺方に多大ߥ影

響を及߷ߒていること߇᣿߆ࠄにさࠇておޔࠅᲣ親の支援の在ࠅ方をតߞていく਄ߔ߆ᰳߪߢことの

 。あるߢい概念ߥ߈ߢ

 

㧔3㧕ASD 児のᲣ親のス࡟࠻ス 

㓚ኂ児のᲣ親のス࡟࠻ス研究を行ߞた新美㧒ᬀ᧛㧔1984㧕ޔߪASD 児を含߻㓚ኂ児のᲣ親に対ߒ

て調査を行いޔ㓚ኂ児を持つᲣ親のス࡟࠻スとߒてԘ問題行動と日常生活 ԙ将来不቟ Ԛ人間関係 ԛ

学校教育 Ԝᄦ婦関係 ԝ社会資源 Ԟ療育方㊎ の 7 因子を᛽出ߒた。㓚ኂ児を߽つᲣ親ߪ定型発㆐児

のᲣ親に比ޔߴス࡟࠻ス߇有意に高い㧔↰中㧘1996㧕との報告߽あޔࠅ㓚ኂ児のᲣ親の支援ߪ必要不

可ᰳߢあることߪ᣿ߢ߆ࠄある。中ޔ߽ߢ近年ߪߢ ASD 児を߽つ親߇ ASD 以外の㓚ኂ児を߽つ親に

比ߴてス࡟࠻ス߇高いという結果߇᣿߆ࠄにさࠇている㧔Hastings&Johnson,2001;ᬀ᧛・新

美,1985㧧渡部・岩永・鷲↰,2002 の就学前のᤨ期に߽ߤ子ޔ߇自閉症児のᲣ親の多くޔ㧕。߹たߤߥ

最߽強くス࡟࠻スを感ߓているとの報告߽ある㧔湯ᴛ・渡邊・᧻永,2008㧕。坂ญ・別府㧔2007㧕ߪ

就学前の自閉症児

㧖

のᲣ親を対象にߒたス࡟࠻ッサ࡯の研究を行ߞている。この研究においてߪス࠻

ていࠇ作成さ߇たዤᐲߒることを目的とߔの構ㅧを把握࡯ッサ࡟࠻あるスߢるవ行要因ߔスを喚起࡟

る。そߒてޔそࠇを基に自閉症児以外の㓚ኂ児を߽つᲣ親と比較をޔߒ自閉症児のᲣ親に特有のス࠻

ޠ否定的感情ޟޠᗲ着困難ޟޠ不足࠻࡯ࡐサޟޠ問題行動ޟޔた。その結果ࠇさߥ߇の検討࡯ッサ࡟

という 4 つの因子߇見出さࠇた。その中ޟޔߢ問題行動ޟޠᗲ着困難ޠ因子に関ߒてߪ自閉群に特有

の߽のߢあること߇確認さࠇた。この研究における㨬ᗲ着困難｣についてޟߪᲣ親を求めること߇少ߥ

くޔᲣ親と他の大人に対ߒて変わߥࠄい態ᐲをみߖるߤߥのᗲ着形成の困難さޠ㧔坂ญ・別府㧘2007㧕

と定義ߒている。この研究にߞࠃてޔ前㗄ߢ述ߴたࠃうߥ⁛自のᗲ着形成過程を辿る ASD 児を育て

るᲣ親ߪそのことに困難さを感ޔߓそ߇ࠇス࡟࠻ッサ࡯とࠅߥ得ること߇᣿߆ࠄにさࠇた。߹たޟޔ問

題行動ޠとߪ特に就学前の自閉症児の行動に多く㗼現ߔるޔ新ᄸ場面ߢの࠾ࡄッࠢ・自傷・他傷・こ

の要因と࡯ッサ࡟࠻現実の生活場面においてᲣ親のスߪの問題行動ࠄࠇこޔߒを指ߤߥ多動・ࠅわߛ
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 。あるߢ得る߽のࠅߥ

特にޔASD ߿て周࿐の理解ߞࠃている。そのことにߞにくいという側面を持ࠅ߆分ߪ見た目にޔߪ

サ߇࠻࡯ࡐ得ࠇࠄにくくߥるといߞたことޔ߿子߽ߤの問題行動に関ߒてᲣ親߇⽿めࠇࠄるというこ

と߽あࠅ㧔ศ利・林・大谷・来見㧘2009㧕ޔそ߽ࠄࠇ大ߥ߈ス࡟࠻ス෻応を引߈起こߔと考えࠇࠄる。

さࠄにޔ前述ߒたとおࠅ ASD の⸻断߇確定ߔるᤨ期ߪ遅くޔᐔ均ߢ 4 ᱦ前後ߢあることޟޔࠄ߆親

たちޔߪこのᤨ期߹ߪߢ事実を事実とߒてฃけいࠇにくく何ᐲ߽希望と⛘望の間を揺ࠇ動く⧰ߒい経

験をߔ߹ߒ。⸻断߇遅ࠇるということޔߪ生߹ࠇたとࠄ߆߈㓚ኂ߇わߞ߆てい߫ࠇ当然避けることの

うࠃ㧔Wing㧘1971㧕とあるޠ。ߔ߹ߒたということを意味߈てߒߛ行動㓚ኂを生みߥたੑ次的߈ߢ

にޔこ߽ࠇ ASD 児のᲣ親にとߞてߪ避けることのߥ߈ߢいス࡟࠻ッサ࡯とߞߥている。このࠃうޔߥ

他の㓚ኂとߪ異ߥるス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧを持つ ASD 児のᲣ親への支援についてޔߪその⁛自の構ㅧ

に沿ߞた方法を模索ߔる必要߇ある。ޔߒ߆ߒ同ߓ ASD 児のᲣ親߽ߢその環境߿子߽ߤの特性ޔᲣ

親の特性ߪそࠇߙࠇ異ߞߥておޔࠅそのス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧߪ各々㆑う様相を呈ߒていると考えࠇࠄ

る。 

 

㧔4㧕ASD 児の家族支援 

近年ޔᚒ߇国においてޔ㓚ኂ児に対ߔる支援ߛけߥߢくޔその親߿家族を視㊁に入ࠇた支援の必要

性߇認識さࠇつつある㧔山根㧘2009㧕。特にޔ前㗄ߢ述ߴたࠃうにޔASD 児の親ߪ⁛特のス࡟࠻ッ

サ࡯を持ߞておޔࠅ他の㓚ኂ児の親への支援と同ߓ方法࠭࡯࠾ߪߢに合わߥいためޔその࠭࡯࠾に合

わߖた親߿家族に対ߔる支援の在ࠅ方߽現在研究߇進みつつある。㊁↰㧔2008㧕にࠃるとޟޔ以前ޔߪ

子߽ߤの㓚ኂを改善ߔるために親߇献身的に取ࠅ組߻こと߇期待さޔࠇ家族ߪ自分の生活を犠牲にޔߒ

疲弊ߒてߒ߹うという現状߽あߞたޔ߇ޠ現在̌ޟߪ子߽ߤを含めた家族を中心とߔるサࡆ࡯ス

㧔Family-centered service㧕̍への転឵ޔ߇起こߞているޠという。こߪࠇ家族߇そࠇߙࠇに持ߞて

いる力߿資源を引߈出ߒていくこと߈ߢ߇るࠃうにޔ個々の家族の状況にහߒたᨵ軟ߥサࡆ࡯スをឭ

供ߔるという߽のߢあޔࠅᓥ来の一方的ߥ家族支援とߪ異ޔࠅߥ家族とද同ߒて支援を進めていくと

いう関係߇㊀視さࠇている。 

߹たޔ㊁↰㧔2008㧕ޔߪ専門家߇行う家族支援に関ߔる㊀要ߥ要素とߒてԘ適ಾߥ情報ឭ供ޔԙ家

族の対応力の向਄ޔԚ家族の心理的ߥ支えޔԛ多職種・多機関にࠃるㅪ携 を挙ߍている。߹たޔ家族

の࠭࡯࠾にහޔߒそࠇߙࠇの家族に߈め細߆く支援߇行わࠇている場合の家族の肯定的影響をޔԘ家

族自身の⽶担感߿自⽿感の軽減ޔԙ家族߇生活の中の様々ߏ߈ߢߥとに対ߔる対応力を獲得ޔԚ㓚ኂ

のある家族ࡔン࡯ࡃに対ߔる認識の変化 とߒて߹とめている。さࠄにޔ㊁↰㧔2009㧕ޟޔߪ支援に

対ߒて満足ߔるとޔ家族の子߽ߤに対ߔる認識に変化߇生ߓる可能性߇示唆さࠇたޠと報告ߒている。

ASD 児の家族を支援ߒていくことޔߢ子߽ߤの持ߞている力߿資源に目߇向けޔࠇࠄASD 児本人の

成長・発㆐支援に良い結果߽߇たࠄさࠇる。߹たそのことにࠅࠃ家族の心理的⽶担感߿ス࡟࠻スޔ困
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難さ߇軽減さࠇていく。そうߒた家族支援の在ࠅ方をតߞていくために߽ޔそࠇߙࠇの家族߇何を必

要とߒているߤޔ߆のࠃうߥ力߿資源߇ሽ在ߔるの߆ということを見極めޔ適ಾߥサ࠻࡯ࡐを行ߞて

いくこと߇非常に㊀要とߥるߢあࠈう。ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ個々の家族の心理的⽶担感߿ス࡟࠻スޔ持ߞ

ている資源を詳細に分析ޔߒ支援࠭࡯࠾を検討ߒていく方法についての研究ߛ߹ߪ少ߥいの߇現状ߢ

ある。 

 
㧖坂ญ・別府㧔拘枠枠喩㧕ߪߢ自閉症児とߒているためޔ本論文において߽ޔ坂ญ・別府㧔拘枠枠喩㧕のޔ引用・参考網

箇所ߪవ行研究の語を優వޔߒ自閉症児とߒた網。 

 

㧞．本研究の目的 

 

以਄の事ޔࠄ߆本研究ߪߢ ASD 児の家族の中ޔ߽ߢ養育に関わることの多いと考えࠇࠄるᲣ親の

ス࡟࠻ッサ࡯の分析を行いޔ個々にあߞた適ಾߥ支援の在ࠅ方を検討ߔることを目的とߔる。子߽ߤ

の就学前のᤨ期に焦点を当てޔᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧを᣿߆ࠄにߔるとと߽にޔ困難さへの対処

行動߿当ᤨ支えにߞߥたことޔ子育てにߞࠃて得ࠇࠄたことに関ߔる語ࠅを質的に分析ߔる。さࠄにޔ

本研究ߪߢ ASD 児のᲣ親に特有のス࡟࠻ッサߢ࡯あるޟᗲ着困難ޠの因子に着目ޔߒᲣ親の困難さ

への対処行動との関ㅪを考察ߔる。 

 

Τ．方法 

 

㧝．質問紙調査 

 

㧔1㧕調査ද力者 

A Ꮢ・B Ꮢに在૑の学齢期の ASD 児を߽つᲣ親 10 ฬ(小学校 1 年生のᲣ親 5 ฬ4ޔ 年生のᲣ親 5

ฬ)。主に A Ꮢの親の会を通ߓて調査ද力を依頼ߒた。 

 

㧔2㧕調査手⛯߈ 

調査ද力者 10 ฬに対ޔߒ質問⚕調査を実ᣉߒた。調査ᤨ期ߪ 2011 年 5 ᦬～7 ᦬。 

 

㧔3㧕使用ዤᐲ 

㧔坂ญ・別府ޠዤᐲ࡯ッサ࡟࠻就学前の自閉症児を߽つᲣ親のスޟ 2007㧕を使用ߒた。調査対象者ߪ

学齢期の子育て中のためޔ回想にࠅࠃ記入を求めた。 

本ዤᐲޔߪ坂ญ・別府にߞࠃて就学前の知的㓚ኂ児通園ᣉ設の在籍児童のᲣ親 230 ฬを対象にޔ就学

前の自閉症児を߽つᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯についての研究߇行わࠇた際に作成さࠇた߽のߢある。230 ฬ
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のᲣ親ߪ 115 ฬの自閉群と 115 ฬの非自閉群に分けޔࠇࠄ各群の相㆑߇᣿߆ࠄにさࠇたとと߽にޟޔ問

題行動ޟޠサ࠻࡯ࡐ不足ޟޠᗲ着困難ޟޠ否定的感情ޠという 4 つの因子߇᛽出さࠇた。このうちޟ問

題行動ޠとޟᗲ着困難ޠ因子ߪ自閉群の方߇非自閉群߽ࠅࠃ因子得点߇有意に高くޔ自閉群に特有の߽

のߢあること߇示さࠇた。߹たޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠとޟ否定的感情ޠ因子に関ߒてߪ両群に有意ߥ差ߪ

あߢࠅ以ਅの通ߪた。各因子の説᣿ࠇ示さ߇あることߢ࡯ッサ࡟࠻るスߔ㓚ኂ種別を超えてሽ在ޔくߥ

る。 

とてޔߪに߽ߤ子ޛޜߔ起こ߇߽ߤ子ޔくを߾ߒࠎ߆いߥࠄ߆理由のわߪに⑳ޛ：因子ޠ問題行動ޟ

߽強いこߛわ߇ࠅあるޛޜ子ޔߪ߽ߤつࠃく自分自身を傷つける行ὑ߇あるޔߤߥޜ問題とࠅߥうる

ߔの行動特ᓽを表߽ߤ子ߥうࠃ 12 㗄目ߥࠄ߆る。 

Უ親ޛޜある߇場所߿い人ߥえࠄて߽ࠇてฃけ入ߒ理解ޔのことを߽ߤ子ޛ：因子ޠ不足࠻࡯ࡐサޟ

とߒての⑳をޔ評価ߒて߽ࠄえている㧔逆転㗄目㧕ޛޜ信頼ߒて相談߈ߢる専門機関߇ある㧔逆転㗄

目㧕ߤߥޜ周࿐ࠄ߆の理解・援助に関ߔる 12 㗄目ߥࠄ߆る。 

ߥ不቟ߪ߽ߤ子ޛޜる㧔逆転㗄目㧕ߔそうにߒࠇうޔを見つけると⑳ߪ߽ߤ子ޛ：因子ޠᗲ着困難ޟ

場面߇⑳ޔߢそ߫にいると落ち着くޛޜ子ࠄ߆⑳ߪ߽ߤ㔌ࠇていて߽߇⑳ޔჿを߆けると戻ߞてくるޜ

る㗄目ߔのᗲ着形成の困難さに関߽ߤ子ߤߥ 9 㗄目ߥࠄ߆る。 

߽ߤ子ߪ⑳ޛޜある߇と思うこと߆いߥߪߢているのߒを拒否߽ߤ子ޔߪ⑳ޛ：因子ޠ否定的感情ޟ

のᲣ親とߒて߰さわߒい㧔逆転㗄目㧕ޛޜ子߽ߤに㓚ኂ߇あるのޔߪ⑳のߖいߥߪߢい߆と自分自身

を⽿めるߤߥޜ子߽ߤとの関係に対ߔるᲣ親の否定的ߥ感情に関ߔる 8 㗄目ߥࠄ߆る。 

 

㧞．半構ㅧൻ面接 

 

㧔1㧕調査ද力者 

質問⚕調査のද力者に個別に面接を実ᣉߒた。 

  

㧔2㧕調査手⛯߈ 

質問⚕調査の実ᣉ後60ޔ 分～90 分程ᐲの半構ㅧ化面接を実ᣉߒた。許可を得てޔ面接の内容を IC

 。たߒ後日ㅙ語記録を作成ޔߒ録音ߢ࡯࠳࡯コ࡟

 

㧔3㧕質問㗄目 

ԘᲣ親の属性について 

年齢ޔ家族構成ޔ居૑地域ޔ親の会等の所属 

ԙ子߽ߤの属性について 

年齢ޔ性別ޔ療育経験ޔ⸻断ฬޔ⸻断をฃけたᤨ期 
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Ԛ就学前(乳ᐜ児期)の子育てにおいて最߽大変ߞߛたᤨ期とౕ体的エࡇソ࡯ド 

・大変ߞߛた出来事への対処方法とそのᤨの気持ちについて 

・当ᤨޔ支えにߞߥたこと 

ԛ就学前(乳ᐜ児期)の行動特ᓽ(特にᗲ着行動に関ㅪߒた߽の)について 

Ԝ子育ての中ߢ得ࠇࠄたこと 

ԝ家族の理解について 

Ԟ੹後ޔ強化ߒて欲ߒいサ࠻࡯ࡐについて 

 

ASD 児の子育てにおける困難ߪ様々ߢあޔᤨࠅ 期にߞࠃて߽㆑い߇あると想定さࠇるためޔ調査ද

力者߇最߽大変ߞߛたと感ߓたᤨ期に焦点を当てて質問を行ߞた。߹たޔエࡇソ࡯ドに関ߒて߽答え

て・就寝ߒに関ࠅわߛのこߤߥて・ㆆびߒて・外出ᤨに関ߒて・排泄に関ߒうに㧨食事に関ࠃいߔ߿

ᤨに関ߒて㧪というࠃうにޔ場面をឭ示ߒた。 

 

Υ．結果 

 

㧝．調査協力者߅よび子߽ߤの属性 

 

調査ද力者のᲣ親 10 ฬおࠃび子߽ߤの属性について表㧝に示ߔ。 

 

表㧝網 調査ද力者おࠃび子߽ߤの属性 

網  年代 
親の会 

の所属 

就学前の 

療育経験 
子の性別 子の⸻断 同胞 

事例 1 30 代 有 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 無 

事例 2 30 代 無 無 男 自閉症 有 

事例 3 30 代 無 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 有 

事例 4 30 代 有 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 有 

事例 5 30 代 無 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 有 

事例 6 30 代 有 有 男 自閉症 無 

事例 7 30 代 有 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 有 

事例 8 30 代 有 有 男 広汎性発㆐㓚ኂ 有 

事例 9 30 代 有 有 男 自閉症 無 

事例 10 30 代 有 有 女 自閉症 有 
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個人߇特定さߥࠇいࠃうに各々の学年ߪ載ߖていߥい4ޔ߇ 年生のᲣ親߇ 5 ฬ1ޔ 年生のᲣ親߇ 5

ฬとߞߥている。子߽ߤの⸻断ฬߪ自閉症߽ߒくߪ広汎性発㆐㓚ኂߢあޔࠅ現在ߪ特別支援学校߹た

 。ているߞ通⚖指ዉ教ቶに通ޔߒ通常⚖に在籍ߪくߒ߽ޔ߆ているߒ特別支援学⚖に在籍ߪ

 

㧞．質問紙調査の結果 

 

10 ฬの質問⚕調査の結果ࠄ߆得ࠇࠄた就学前におけるᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯の各因子得点を表 2 に

示ߔ。 

 

表㧞網 就学前におけるᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯の各因子得点網

 ᗲ着困難 サ࠻࡯ࡐ不足 問題行動 否定的感情 4 因子ᐔ均 

事例 1 3.00 3.00 2.75 3.13 2.95 

事例 2 2.11 3.00 3.00 2.50 2.70 

事例 3 2.22 2.25 2.92 2.38 2.46 

事例 4 3.00 2.08 3.17 1.25 2.43 

事例 5 2.00 2.25 3.25 1.75 2.39 

事例 6 2.00 2.08 2.67 2.63 2.34 

事例 7 2.56 1.92 2.42 1.63 2.14 

事例 8 1.44 1.58 2.25 2.25 1.88 

事例 9 1.22 1.50 2.50 1.63 1.75 

事例 10 1.78 1.17 1.58 1.63 1.51 

     

ᗲ着困難 M㧩2.055㧘SD㧩0.440   

サ࠻࡯ࡐ不足 M㧩2.141㧘SD㧩0.410   

問題行動 M㧩2.371㧘SD㧩0.478   

否定的感情 M㧩2.332㧘SD㧩0.533   

 

網 網 網 網 網 網 1SD 以਄網 網 網 網 網 網 網 －1SD 以ਅ 

網 網 網 網 網  

਄記の 4 因子のᐔ均得点߇高い事例ࠄ߆降㗅に並ߴている。 
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個人内における 4 因子の特ᓽを࡞࡯ࠖࡈࡠࡊ化ߔるため10ޔ 事例そࠇߙࠇの結果ࠄ߆᛬ࠇ線ࠣࡈ࡜

を作成ߒた㧔࿑ 1㧕。߹たޔ比較のためޔవ行研究におけるᐔ均の߽ࠣࡈ࡜掲載ߔる。 

 

࿑㧝網 各事例における㧠因子得点のࠣࡈ࡜網

 

 

 㧟．半構ㅧൻ面接の結果 

 㧔1㧕分析対象 

 

10 ฬの質問⚕調査の結果ޟޔࠄ߆ᗲ着困難ޠ因子の高群㧔1SD 以਄㧕3 ฬとૐ群㧔－1SD 以ਅ㧕2

ฬに分けޔその 5 ฬの面接ㅙ語記録を分析対象とߒた。ᗲ着形成に困難さを感ߓているᲣ親とそうߢ

 。るߔに߆ࠄ両群の特ᓽを᣿ޔߒを質的に分析ࠅいᲣ親の語ߥ

対象の 5 ฬに以ਅのࠃうに ID を付ߔ。 
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網ޤ高群ޣ 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網  ޤૐ群ޣ

事例 1→A網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 事例 8→D 

事例 4→B網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 事例 9→E 

事例 7→C 

 

㧔2㧕分析方法 

 

分析対象とߥる 5 ฬの面接ㅙ語記録ࠄ߆Ԙ困難さへの対処行動とそのᤨの気持ちについてޔԙ当ᤨޔ

支えにߞߥたことޔԚ子育ての中ߢ得ࠇࠄたこと について語ࠇࠄている箇所を抜߈出ޔߒSCAT(大

谷,2008)の手㗅にᓥߞて行う。分析ߪ複数のද力者とと߽に行ߞた。SCAT についてߪ大谷(2008)を

参考に以ਅに説᣿を加える。 

 

SCAT( Steps for Coding and Theorization)とߪ大谷にߞࠃて開発さࠇた質的分析方法ߢある。 

ާコࠖ࠺࡯ンࠣの手㗅ި㧨1㧪࡯࠺タの中の注目߈ߴߔ語ฏを記入ߔる。㧨2㧪前㗄の語ฏを言い឵

える࡯࠺タ外の語ฏを記入ߔる。㧨3㧪前㗄を説᣿ߔるための概念㧘語ฏ㧘文ሼ列を記入ߔる。㧨4㧪

 。るߔを記入(ド࡯コ)構成概念・ࡑ࡯࠹

 

このࠃうに 4 つのス࠹ッߥࠄ߆ࡊる。このス࠹ッࡊを踏߻ことߢ面接記録の᛽象ᐲを高めޔコ࠺࡯

ࠖンࠣを行う。最終的にߪス࡜・࡯࡝࡯࠻イン߿理論を記述ߒていく。 

 

本研究においてޔߪ対象߇少数ߢあるため一般化可能ߥ理論を記述ߔることߥߪߢくޔ各事例の特

ᓽを記述ߔるス࡜・࡯࡝࡯࠻インの作成を目的とߔる。߹た࡜ࡊޔイࡃシ࡯保護のためޔス࠹ッࡊ 4

のࡑ࡯࠹・構成概念とス࡜࡯࡝࡯࠻インのみを掲載ߔる。 

 

㧔3㧕結果 

 

A さࠎ㧔事例 1㧕 

子߽ߤの就学前の行動特ᓽޛᗲ着に関ߔる߽のޜ網  

・抱ߞこさࠇるのを嫌ߞ߇たこと(ߒߥ) 

・Უ親ߞߕࠄ߆と㔌ߞ߆ߥࠇたᤨ期(1～2 ᱦ) 

・Უ親の姿߇見えߥくߞߥたᤨに激ߒくᵅいたࠅ捜ߒ߹わߞたߒࠅたこと(ߒߥ) 
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構成概念の߹とめ網・ࡑ࡯࠹ 㧔※ਅ線ߪ 2 個以਄㊀複ߔる概念㧕 

困

㔍

ߐ

߳

ߩ

対

処

行

動

ߣ

そ

ߩ

時

ߩ

気

持

 ߜ

・行動の意味߇᣿確ߥことの቟心感 

・子߽ߤの行動の制御 

・原因߿⽿任を自分に帰ߔ 

・㓚ኂに対ߔる不቟ࠄ߆くる療育への関心と期待 

・共感を得るための自己開示 

・苛立ちを回避ߔるための一ᤨ的対処 

・褒める関わࠅの少ߥさ 

・੍防策 

・専門的知識の活用 

・子߽ߤの健ᐽへの配慮 

・周࿐の意見の影響力 

・෼集ߒた情報を現実場面ߢ活用 

・㓚ኂに関ߔる専門的知識߿療育に関ߔる情報の෼集と試行錯誤 

・周࿐の意見の影響力 

 効果のある対処法の模索ࠅࠃ・

・㓚ኂに関ߔる知識の活用 

・子߽ߤの行動制御の不全感ࠄ߆くる感情的対処 

・子߽ߤの将来߿੹後の子育てに対ߔる不቟ 

・親とߒての⽿任感の強さ自信の༚失 

・同ࡄߓタ࡯ンの繰ࠅ返ߒ 

当

時

支

え

ߦ

ߥ

っ

ߚ

ߎ

 ߣ
・Უ親の心理的ケࠕの㊀要性 

・話ߔことにࠃる⧰痛の軽減 

・話を聞いてくࠇる人のሽ在 

・理解ߒて߽ࠄえていることの቟心感 

・情報を得る場と共感を得る場とߒての親の会の機能 

子

育

ߡ

ߩ

中

 ߢ

得

ࠄ

ࠇ

ߚ

ߎ

 ߣ

・子߽ߤそࠇߙࠇの背᥊を考えて周ࠅと比ߥߴいこと 
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ス࡜・࡯࡝࡯࠻イン 

㧨対処行動߿気持ち㧪 

子߽ߤの行動の意味߇᣿確ߢあること߇Უ親の቟心感につߞ߇ߥている。㓚ኂの特性ࠄ߆行動の制

御߇う߹くいߥ߆い場合ߪ感情的ߥ対処をߔること߽あるޔ߇その苛立ちを回避ߔるために੍防策を

講ߓたޔࠅその場における一ᤨ的ߥ対処法を用いること߇多く見ࠇࠄる。周࿐の意見に関ߒてޔߪ心

身と߽に大ߥ߈影響をฃけている。߹たޔ㓚ኂ߿療育に関ߔる専門的知識߿情報の෼集に積極的ߢあ

への気持ちと߽ߤる。子ࠇࠄ見߇る姿勢ߔ試行錯誤ޔߒ得た知識を現実の生活場面において活用ޔࠅ

る不቟を持ち合ߔ将来に対ޔている෻面ߞ感情を持ߥる楽観的ߔ成長に対ޔ߿健ᐽ面の心配ޔߪてߒ

わߖている。育児に対ߒてޔߪ困難さを自分の⽿任と感ߓてߒ߹いޔ自信を無くߒてߒ߹うこと߇あ

る。困難さを人に話ߒて共感を得ることにߞࠃてス࡟࠻スをૐ減さߖる対処法を持ߞている。 

㧨支えにߞߥたこと㧪 

話を聞いてくࠇた専門家ޔ߿理解を示ߒてくࠇたᐜ稚園のవ生のሽ在。困難さを話ߔことにࠃる⧰

痛の軽減ߪ大߈い。߹たޔ情報を得る場ޔ困難さを理解・共有߈ߢる場とߒての親の会のሽ在。 

㧨子育てߢ得ࠇࠄたこと㧪 

子߽ߤ一人߭とࠅの背᥊を考えޔ周ࠅと比ߥߴいこと。焦ߥࠄいこと。 

 

B さࠎ㧔事例 4㧕網 網 網 網 網 網  

子߽ߤの就学前の行動特ᓽޛᗲ着に関ߔる߽のޜ 

・抱ߞこさࠇるのを嫌ߞ߇たこと(乳児期) 

・Უ親ߞߕࠄ߆と㔌ߞ߆ߥࠇたᤨ期(ߒߥ) 

・Უ親の姿߇見えߥくߞߥたᤨに激ߒくᵅいたࠅ網 網 網 網  

捜ߒ߹わߞたߒࠅたこと(5 ᱦ)網 網 網 網 網  
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 構成概念の߹とめ・ࡑ࡯࠹

困

㔍

ߐ

߳

ߩ

対

処

行

動

ߣ

そ

ߩ

時

ߩ

気

持

 ߜ

・育児困難への戸惑い・不቟ 

・一ᤨ的対処 

・Უ親自身の身の቟全߿精␹の቟定を確保ߔる 

・Უ親のこߛわࠅと感情的対処 

・身体の᜔束にࠃる子߽ߤの行動制御 

・事前の備え 

・周࿐の理解߿ද力 

・Უ親の規則のこߛわࠅ 

・Უ親߇自身߇身を቞る 

・常態化ߒた困難への諦め 

・自己のቴ観視 

・子߽ߤの健ᐽへの配慮 

・前向߈にチャ࡟ンࠫߔる姿勢 

・Უ親߇ᚒᘟの限界を超える条件 

・行動制御の不全感ࠄ߆くる感情的対処 

・ෂ険の察知と対応 

・Უ親の⽶担に対ߔる࡜ࡊスの側面 

・子߽ߤへの対応の試行錯誤 

・子߽ߤの問題行動を引߈ฃける 

・目の前の困難への対処に追わࠇる日々 

当

時

支

え

ߦ

ߥ

っ

ߚ

ߎ

 ߣ
・同ߓ㓚ኂ児のᲣ親 

・ቅ立感の軽減と቟心感 

・お੕いに支え合えるᲣ親同士の関係 

・同ࠃߓうߥ体験߿気持ちの共有にࠃる቟心感 

・親の会ࠄ߆の情報の実用性 

・親の会におけるవヘのሽ在 

・వヘࠄ߆の情報の実用性と቟心感 

・漠然とߒた将来への不቟に気付く 

・子߽ߤの将来の見通߇ߒ持てる቟心感 

子

育

ߡ

ߩ

中

 ߢ

得

ࠄ

ࠇ

ߚ

ߎ

 ߣ

・同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親のሽ在 

・周࿐のサ࠻࡯ࡐ 

・㓚ኂ߇あることの࡜ࡊスの側面 

・Უ親にとߞての࡜ࡊスの側面 
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ス࡜・࡯࡝࡯࠻イン 

㧨対応߿気持ち㧪 

育児の困難さへの不቟߿戸惑いを抱えޔ߽ࠄ߇ߥそのᤨ々において一ᤨ的ߥ対処法を用いて一つ一

つを乗ࠅ越えて߈た。言葉にࠃる߽のޔ߽ࠅࠃ身体の᜔束㧔体߿体の一部を᛼さえるߤߥ㧕にࠃる子

ߥ感情的ߪᚒᘟの限界を超えたᤨߢᲣ親の中ޔる他ࠇࠄて見ߒンと࡯タࡄ対処の߇の行動の制御߽ߤ

対処を行うこと߽ある。子߽ߤの行動を制御ߒたいという思いߪ強いޔ߇㓚ኂの特性߽ࠄ߆う߹くい

Უ親自身の心身のޔߒ身を቞ることをㆬ択߿いことߥߒ無理をߪにᤨߥうࠃそのޔ多く߇いことߥ߆

቟全・቟定を࿑ߞている。߹たޔ子߽ߤの健ᐽへの配慮ޔ߿育児の困難さを引߈ฃける思い߇あޔࠅ

前向߈に挑戦・試行錯誤ߒていく姿勢߇見ࠇࠄる。こういߞた自分自身の状況をቴ観的に見るという

ことߢ困難さࠄ߆少ߒ距㔌を置くこと߽対処の一つߢあると考えࠇࠄる。 

㧨支えにߞߥたこと㧪 

同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親のሽ在߇大߈くޔお੕いに体験߿気持ちを共有ߔることߢቅ立感߇軽減さࠇ

た。߹たޔ親の会において得ࠇࠄる情報ߪ同ࠃߓうߥ体験をߒたవヘࠄ߆の߽のߢあるޔߤߥ実用性

の将来のこと߽ߤ子ޔࠅておࠇ追わߢている。日々の困難さへの対応ߞ߇ߥ቟心感につ߇あること߇

ߞߥ᣿確に߇の将来像߽ߤていた子ߒ漠然とޔߢవヘの話を聞くことޔ߇たߞ߆ߥ߇考える余裕ߢ߹

たこと߽቟心感を߽たߒࠄている。 

㧨子育てߢ得ࠇࠄたこと㧪 

同ߓ㓚ኂ児を持つᲣ親仲間ޔ߿周࿐ߢ支えてくࠇる人たちのሽ在ޔߪ子߽ߤに㓚ኂ߇あるࠄ߆こそ

得ࠇࠄた߽の。㓚ኂの困難さのみに目を向けるのߥߪߢくޔそࠇにߞࠃて得ࠇࠄた࡜ࡊスの面߇ሽ在

 。るߔ

 

C さࠎ㧔事例 7㧕 

子߽ߤの就学前の行動特ᓽޛᗲ着に関ߔる߽のޜ 

・抱ߞこさࠇるのを嫌ߞ߇たこと(ߒߥ) 

・Უ親ߞߕࠄ߆と㔌ߞ߆ߥࠇたᤨ期(ߒߥ) 

・Უ親の姿߇見えߥくߞߥたᤨに激ߒくᵅいたࠅ捜ߒ߹

わߞたߒࠅたこと(ߒߥ)網  
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 構成概念の߹とめ・ࡑ࡯࠹

困

㔍

ߐ

߳

ߩ

対

処

行

動

ߣ

取

そ

ߩ

時

ߩ

気

持

 ߜ

・対処行動の変化 

・㓚ኂへの気付߈と対処行動の模索 

・言葉にࠃる行動の管理 

・状況と自分の能力を見極める 

・身体の᜔束にࠃる行動の制御 

・出来る範࿐ߢの対処行動 

・進路に関ߔる不቟網 網  

・子߽ߤの気持ちを大ಾにߔる 

・周࿐の理解߿ද力 

・専門家に情報を求めて活用ߔる 

・周࿐の視線 

・同胞の子育て 

・言語的ߥ対処 

・ᐲ߇過߉ることへの苛立ち 

・ᚒᘟと怒ࠅ 

・専門的知識の活用とその限界の実感 

・情報の応用 

・言葉߿身体の᜔束にࠃる行動の制御 

・行動制御の不全感ࠄ߆くる感情的対処 

・ス࡟࠻ス対処とߒての専門機関への相談 

・援助ࠕ߿ドࡃイスを自ࠄ求める力 

当

時

支

え

ߦ

ߥ

っ

ߚ

ߎ

 ߣ

・子育ての自助ࠣࡊ࡯࡞ 

・自己開示にߞࠃて得ࠇࠄる周࿐の共感߿理解 

・励߹ߒにࠃる精␹的支え 

子

育

ߡ

ߩ

中

ߢ

得

ࠄ

ࠇ

ߚ

ߎ

 ߣ

・子育て観の変化 

・困難を通ߒてのᲣ親の成長 

 

ス࡜・࡯࡝࡯࠻イン 

㧨対応߿気持ち㧪 

対処のࡄタ࡯ンとߒてޔߪ言葉߽ߒくߪ身体の᜔束にࠃる子߽ߤの行動の制御߇見ޔࠇࠄ特に言葉
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にࠃる߽の߇多い。行動の制御߇う߹くいߥ߆いᤨに感情的ߥ対処をߔること߽あるޔ߇状況と自分

の限界を見極めޔ事前に問題߇起߈そうߥ場面を回避ߒたޔࠅ自分に出来る範࿐ߢの対処行動をとる

ߥࠈいࠈていߒ得た知識を活用ޔߒ積極的に෼集ߪる知識・情報ߔ療育に関߿ている。㓚ኂߒうにࠃ

対応を模索ߒている。ス࡟࠻スの対処とߒて専門家に相談をߔるという行動߇見ࠇࠄる。 

㧨支えにߞߥたこと㧪 

子育ての自助ࠣࡊ࡯࡞のሽ在߇大ߞ߆߈た。話ߔことにߞࠃてޔ周࿐ࠄ߆理解߿共感を得たޔࠅ励

 。た߈越えてࠅ困難さを乗ߢを得ることߒ߹

㧨子育てߢ得ࠇࠄたこと㧪 

子߽ߤを育てるということへの認識ޔ子育て観߇変化ߒたこと。㓚ኂ児を育てる中ߢᲣ親の人生観

に߽良い影響߇あߞた。 

 

D さࠎ㧔事例 8㧕 

子߽ߤの就学前の行動特ᓽޛᗲ着に関ߔる߽のޜ 

・抱ߞこさࠇるのを嫌ߞ߇たこと(1 ᱦ) 

・Უ親ߞߕࠄ߆と㔌ߞ߆ߥࠇたᤨ期(乳ᐜ児期) 

・Უ親の姿߇見えߥくߞߥたᤨに激ߒくᵅいたࠅ捜

たこと(5ߒࠅたߞわ߹ߒ ᱦ)網  
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 構成概念の߹とめ・ࡑ࡯࠹

困

㔍

ߐ

߳

ߩ

対

処

行

動

ߣ

そ

ߩ

時

ߩ

気

持

 ߜ

・子߽ߤの状態に合わߖた対処 

・外出ᤨߪ他者への配慮優వ 

・子߽ߤの行動ࡄタ࡯ンの理解に伴う቟心感と対処の変化 

・子߽ߤの気持ちをዅ㊀ߒた対応 

・ᄦのද力を得る 

・ᄦ婦ߢᱠ調を合わߖた対応 

・親の意向ߥߪߢく子߽ߤの気持ち߿状態に合わߖた対処 

・子߽ߤの立場に立つ姿勢 

・子߽ߤの成長を信ߓて待つ 

・Უ親߇余裕を持てる環境 

当

時

支

え

ߦ

ߥ

っ

ߚ

ߎ

 ߣ

・周࿐の理解とද力 

・親戚のද力体制 

・Უ親自身の子育て観 

・地域の理解とද力 

・㓚ኂについての話߇出来る場ޔ有益ߥ情報を得る場とߒての親の会 

子

育

ߡ

ߩ

中

 ߢ

得

ࠄ

ࠇ

ߚ

ߎ

 ߣ

・子育て観の変化 

・子߽ߤの持ߞている߽のをዅ㊀ߒサߒ࠻࡯ࡐていく子育て 

・親߇子߽ߤの状態に合わߖそのᤨ々ߢ対処を変える 

・子߽ߤの目線ߢサ࠻࡯ࡐの方法を考える 

 

ス࡜・࡯࡝࡯࠻イン 

㧨対応߿気持ち㧪 

子߽ߤの状態߿気持ちに合わߖた対処߇基本ߢあޔࠅ子߽ߤの立場に立ߞて考える姿勢߇ある。子

子ߪる。基本的に߈ߢに対処ߕࠇ回さࠅると振ࠇその問題行動に慣ޔ߈ߢ理解߇ン࡯タࡄの行動߽ߤ

多い。子߇ることߔ他者への配慮を優వߪ外出ᤨにおいてޔ߇ߛた対処ߒ状態をዅ㊀߿の気持ち߽ߤ

ߢᄦ婦ޔࠅお߇強い。家庭の中にද力者߇て待つという気持ちߓの成長を信߽ߤ子ޔߪてߒに対߽ߤ

ᱠ調を合わߖた対応߈ߢ߇ていることޔߤߥᲣ親߇心身の余裕を持てる環境߇ሽ在ߔる。 

㧨支えにߞߥたこと㧪 

Უ親෹ߛちߤߥの周࿐の理解とද力߇大߈い。߹たޔ親戚の理解とද力体制߇支えとߞߥていた。

Უ親自身の経験߽育児を行う਄ߢ糧にߞߥている。親の会においてޔߪ自閉症について話߈ߢ߇る場

 。た߈てߒて利用ߒ役に立つ情報を得る場とޔࠅたߞあߢ

㧨子育てߢ得ࠇࠄたこと㧪 

Უ親自身߽߇と߽と持ߞていた子育てに対ߔる価値観߇変化ߒたこと。子߽ߤの持ߞているその子
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ߖの状態に合わ߽ߤ子ޔくߥߪߢ᳿めつけるの߇ていくことの大ಾさ。親ߒ࠻࡯ࡐサߒさをዅ㊀ߒࠄ

てޔそのᤨ々ߢ対処を変えたޔࠅ子߽ߤの目線ߢサ࠻࡯ࡐの方法を考えるということ。 

 

E さࠎ㧔事例 9㧕 

子߽ߤの就学前の行動特ᓽޛᗲ着に関ߔる߽のޜ 

・抱ߞこさࠇるのを嫌ߞ߇たこと(ߒߥ) 

・Უ親ߞߕࠄ߆と㔌ߞ߆ߥࠇたᤨ期(1～2 ᱦ) 

・Უ親の姿߇見えߥくߞߥたᤨに激ߒくᵅいたࠅ捜

たこと(1～2ߒࠅたߞわ߹ߒ ᱦ)網  

 

 構成概念の߹とめ・ࡑ࡯࠹

困

㔍

ߐ

߳

ߩ

対

処

行

動

ߣ

そ

ߩ

時

ߩ

気

持

 ߜ

・事前に問題を起こࠃߔうߥ場面を回避 

・現実的ߥ期待 

・挑戦ߒてみて見極める 

・子߽ߤの心身の健ᐽを優వߔる 

・外出ᤨにおける一ᤨ的対処 

・子߽ߤの状態߇変わるのを待つ 

・子߽ߤに߽親に߽⽶担ࠅ߆߆߇過ߥ߉い対応 

・Უ親自身߇無理ߥ߉ߔߒい 

・子߽ߤの状態に合わߖた対処行動 

・一生懸๮ߞ߿て報わߥࠇい悲ߒさ 

・子߽ߤの࡯ࡍスをዅ㊀ 

・ᤨと場合にࠃる対処行動の変化 

・子߽ߤの成長に対ߒ焦ߥࠄい 

・子߽ߤの成長にහߒた親のサ࠻࡯ࡐ 

・気持ち߿対応のಾࠅᦧえ 

・場にࠃる対処行動の㆑い 

・子߽ߤの気持ちに焦点を当てた対処 

・子߽ߤの࠾ࡄッࠢᤨの原因・対応߇分ߥࠄ߆いᤨの感情の高ぶࠅ 

・最終的にߪ待つ姿勢 

・子߽ߤの成長をサߔ࠻࡯ࡐるための試行錯誤 

・Უ親߇辛くߥる前に子߽ߤに構うのを中ᱛߔる 

当

時

支

え

ߦ

ߥ

っ

ߚ

ߎ

 ߣ

・同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親෹ߛち 

・困難さを感ߓたそのᤨに理解・共感ߒて߽ࠄうことにࠃる辛さの軽減 

子

育

ߡ

ߩ

中

ߢ

得

ࠄ

ࠇ

ߚ

ߎ

 ߣ

・子߽ߤの成長の࡯ࡍスをዅ㊀ 

・子߽ߤの状態に合わߖた適ಾߥサ࠻࡯ࡐをߔること 
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ス࡜・࡯࡝࡯࠻イン 

㧨対応߿気持ち㧪 

子߽ߤの成長の࡯ࡍス߿子߽ߤの心身の状態に合わߖた対処ࡄタ࡯ン߇あޔࠅ焦ߕࠄに待つという

姿勢߇基本にある。߹たߥޔるߴく問題߇起߈そうߥ場面ߪ事前に回避ߔるという傾向ޔ߿慣ࠇて߈

た問題行動にߪ振ࠅ回さߕࠇに対応ߔる傾向߇ある。困難さへの対応を様々挑戦ߔるޔ߇子߽ߤの心

身の健ᐽ߿Უ親自身の精␹面の቟定を考慮ޔߒ親子෺方に⽶担߇掛ࠅ߆過ߥ߉いࠃうに心߇けている。

基本的にߪ子߽ߤの気持ち߿状態に合わߖた対処ߢあるޔ߇外出ᤨߤߥのソ࠻の場面においてߪ一ᤨ

的ߥ対処にಾࠅᦧえޔその場を乗ࠅಾること߇多い。子߽ߤの࠾ࡄッࠢの原因߿その対応߇分ߥࠄ߆

いᤨߪ感情߇高ぶること߽ある。子߽ߤに対ߒてޔߪ子߽ߤの成長の࡯ࡍスをዅ㊀ߔるとと߽にޔ現

実的ߥ期待を持ߞている。 

㧨支えにߞߥたこと㧪 

同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親෹ߛちのሽ在߇大߈い。ౕ体的ࠕߥドࡃイスを߽ࠄうことޔ߽ࠅࠃ育児にお

ける困難さを感ߓたそのᤨに理解・共感ߒて߽ࠄうこと߇ス࡟࠻スの軽減につ߇ߥる。 

㧨子育てߢ得ࠇࠄたこと㧪 

子߽ߤの成長の࡯ࡍスをዅ㊀ޔߒ焦ߕࠄにᤨ期を待つということ。子߽ߤの状態に合わߖた適ಾߥ

サ࠻࡯ࡐをߒていくことを実感ߒたこと。 

 

Φ．考察 

 

㧝㧚就学前の ASD 児のᲣ親におけるス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧ 

 

ASD 児のᲣ親 10 ฬの質問⚕の結果ޔࠄ߆そࠇߙࠇの就学前のᤨ期のス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧ߇᣿߆ࠄ

にߞߥた。そこࠄ߆ 10 ฬ全体の傾向性とޔス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧࡄタ࡯ンについて考察ߔる。10 ฬの

傾向性とߒてޟޔ問題行動ޠ因子߇高めߢあޔࠅ߹たޟ否定的感情ޠ因子߇ૐめߢあߞた。߹たޟޔサ

ߪ因子の得点の高いᲣ親ޠ不足࠻࡯ࡐ 4 因子のᐔ均得点߽高くޔ逆にޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子の得点

のૐいᲣ親ߪ 4 因子のᐔ均得点߽ૐいという結果ߢあߞた。以਄の 3 点について述ߴたい。 

ߪ因子についてޠ問題行動ޟ 10 ฬのᐔ均߇ 2.65 10ޔࠅあߢ ฬ中 5 ฬ߇వ行研究におけるᐔ均 2.37

の 1SD 以਄の得点ߢあߞた。こࠄࠇ 1SD 以਄ߢあߞた 5 ฬのうちの多く߇ 4 年生のᲣ親ߢあること

ある。ASD߇る必要ߔることの影響を考慮ࠃ就学前のᤨ期の回想にޔࠄ߆ 児の問題行動ࠄ߆くるᲣ親

のス࡟࠻スߪ子߽ߤの加齢とと߽に変化ߔると言わࠇている㧔ᬀ᧛・新美㧘1985㧕。ߒたߞ߇てޔ就

学直後の 1 年生と 4 年生の間ޔߢ就学前のᤨ期における問題行動のශ象に差߇生ߓた可能性߇考えࠄ

 。るࠇ

次にޟޔ否定的感情ޠ因子についてߢある10ޔ߇ ฬのᐔ均߇ 2.08 10ޔࠅあߢ ฬ中 5 ฬ߇వ行研究
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におけるᐔ均 2.33 の‐1SD 以ਅの得点ߢあߞた。このことに関ߒてޔߪ調査のද力を主に親の会を

通ߓて依頼ߒてお10ޔࠅ ฬ中 8 ฬ߇就学前のᤨ期ࠄ߆親の会に所属ߒていること߇背᥊にあると考え

いߥていߒる。親の会に所属ࠇࠄ 2 ฬޟߪ否定的感情ޠ因子高群に૏置ߒていることޔࠄ߆Უ親߇不

቟߿ス࡟࠻スを強く感ߔ߿ߓい就学前のᤨ期に親の会に所属ޔߒ同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親同士ߢ共感ޔߒ

支え合うことの߈ߢる環境߇あるということޔ߇子߽ߤとの関係についての否定的ߥ感情を軽減さߖ

る可能性߇ある。 

そߒてޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子とᐔ均得点との関ㅪにおいてޔߪサ࠻࡯ࡐ不足の得点߇高くߥるに

つࠇて他の 3 因子の得点߽引߈਄ࠇࠄߍる可能性߇示さࠇた。వ行研究において߽ޟサ࠻࡯ࡐ不足ޠ

因子ޟߪ問題行動ޟޠᗲ着困難ޟޠ否定的感情ޠ因子そࠇߙࠇと有意ߥ相関関係߇示さࠇておޔࠅ本

研究において߽その結果を支持ߒている。このことޔࠄ߆サ࠻࡯ࡐ不足のス࡟࠻ッサ࡯を軽減さߖる

ことޔߢ他のス࡟࠻ッサ࡯を引߈ਅߍること߈ߢ߇るというޔ支援の可能性を見出ߔこと߇出来る。

߹たޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子߽ޟ問題行動ޠ因子同様4ޔ 年生のᲣ親߇高く1ޔࠅߥ 年生のᲣ親ߪૐ

くߥるという傾向߇見ࠇࠄたことޔࠄ߆回想にࠃることの影響を考慮ߔる必要߇ある。発㆐㓚ኂその

߽のの認知ᐲ߽਄ࠅࠃޔࠅ߇サ߇࠻࡯ࡐฃけߔ߿くߞߥて߈ていること߽背᥊とߒて考えࠇࠄるࠈߛ

う。さࠄにޔ前↰ࠄ㧔2009㧕にࠃるとޔ就学前߽ࠅࠃ学齢期の方ޔ߇親ߪ⧰労߿不቟をࠅࠃ強く抱く

傾向にあるということޔࠄ߆現在就学ߒて間߽ߥい 1 年生4ޔ߽ࠅࠃ 年生のᲣ親の方ࠅࠃ߇サ࠻࡯ࡐ

不足を実感ߒている可能性߇あ1ޔࠅ 年生のᲣ親と 4 年生のᲣ親の間ޔߢ就学前のサ࠻࡯ࡐのශ象に

差߇出た可能性߽考えࠇࠄる。 

網 ス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧࡄタ࡯ン10ޔߪ ฬの結果を࡞࡯ࠖࡈࡠࡊ化ߒた߽のࠄ߆検討を行う。వ行研究

における 4 因子そࠇߙࠇのᐔ均を基本形とߔるとޔこࠇにߪ事例 8ޔ6 否ޟࠄ߆る。基本形߹ߪ当て߇

定的感情ޠ因子をਅߍた形ޔ߇事例 9ޔ5ޔ3 ૐ߇ޠ否定的感情ޟとޠ不足࠻࡯ࡐサޟޔある。߹たߢ

くޟޔᗲ着困難ޠとޟ問題行動߇ޠ高い形߇事例 7ޔ4 事例ޔࠅあߢ 2 否定的感ޟとޠᗲ着困難ޟߪ

情߇ޠૐくޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠとޟ問題行動߇ޠ高い形にߞߥている。そߒてޔ事例 1 全体的に高ߪ

めの形ޔ事例 10 ߪ本研究においてޔうにࠃている。以਄のߞߥている形にߒ全体にૐく቟定ߪ 6 種

類のࡄタ࡯ン߇確認さࠇた㧔࿑ 2㧕。 

 

࿑㧞網 ス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧࡄタ࡯ン網

網

網

網

網

網

網

వ行研究㧘事例㧢・㧤 事例㧟・㧡・㧥 事例㧠・㧣 
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㧞．ࠬ࡟࠻ッサ࡯の構ㅧと対処行動の関連 

 

分析対象ߢある 5 ฬそࠇߙࠇの SCAT にࠃる分析結果を߽とにޔ個々の事例におけるᲣ親のス࡟࠻

ッサ࡯の構ㅧと対処行動・気持ちとの関ㅪを考察ߔる。ޟᗲ着困難ޠ因子に関ߒてߪ後に詳ߒく述ߴ

ることとޔߒここޟߪߢサ࠻࡯ࡐ不足ޟޠ問題行動ޟޠ否定的感情ޠの 3 因子との関ㅪを中心に考察

を行う。 

 

A さࠎ 

ス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧ4ޔߪ 因子と߽高めの傾向߇あるޟޔ߇問題行動ޠ因子߇個人内において߿߿

ૐめߢある。こޔߪࠇ子߽ߤの問題行動にߞࠃて苛立つことへの抵᛫感߇強いためޔその場をう߹く

ಾࠅ抜ける対処行動をとるߒ߽ޔ߆くߪ問題行動の起߈そうߥ場面ߪ事前に回避ߒてޔA さࠎ自身߇

子߽ߤの問題行動ࠄ߆くるス࡟࠻スをૐ減さߖていること߇背᥊にあると考えࠇࠄる。そߒてޟޔ否

定的感情ޠ因子߿߿߇高めの傾向にあるのޔߪᲣ親の語ࠅの中ޔߢ子߽ߤの㓚ኂ߿問題行動の原因・

⽿任を自分に帰ߔ傾向߇見ࠇࠄたこととの関ㅪ߇ផ察߈ߢる。原因߿⽿任߇自分にあると思うことޔߪ

一方ߪߢ子߽ߤの成長߿将来の事についての⽿任感とߒて表ࠇる߽ޔ߇う一方ޔߪߢう߹くい߆ߥ߆

ある。特に߇る可能性߇ߥうことに߽つ߹ߒてߓ無力感を強く感߿る自信の༚失ߔたᤨに育児に対ߞ

ASD 児の子育てにおいてޔߪその㓚ኂ特性ࠄ߆Უ親߇子߽ߤの問題行動を軽減さߖることߪ難ߒくޔ

挫᛬感を持ߞてߒ߹うこと߽考えࠇࠄる。߹たޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子の高さについてߢあるޔ߇A

さࠎにとߞて当ᤨ支えにߞߥていたことޔߪ困難ߥ状況߿その大変さをޔ主に専門家に話ߔことߢ቟

心感を得てޔ⧰痛を軽減さߖること߈ߢ߇ていたということߢあޔࠅこのことޔࠄ߆専門家の役割と

あるというߢ同ᤨに㊀要߽ࠕᲣ親の心理的ケޔくߥߪߢけߛ࠻࡯ࡐの療育についてのサ߽ߤ子ޔてߒ

こと߇う߇߆える。さࠄにޔA さࠎの語ޔࠄ߆ࠅ専門機関へ相談に行߈たくて߽コス߇࠻掛߆るため

に躊躇ޔߒ行ߞたとߒて߽⛮⛯ߔること߇難ߒいという現状߇浮߈彫ࠅにߞߥた。 

 

B さࠎ 

側の߽ߤ子ޔߪにࠇある。こߢ個人内において高め߇因子ޠ問題行動ޟޔ因子の他にޠᗲ着困難ޟ

事例㧞 事例㧝 事例 10 
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要因とߒてޔ多動の傾向߇強ߞ߆たという点߽関係ߒているߢあࠈう。子߽ߤの問題行動に対ߔるᲣ

親の対処行動との関ㅪߢ見るとޔ身体の᜔束にߞࠃて子߽ߤの行動を制御ߔること߇多いことޔࠄ߆

子߽ߤの問題行動に直接働߆߈けて問題行動を変化さࠃߖうとߔる傾向にあるといえる。一般にޔ

ASD 児の問題行動ߪᲣ親の物理的ߥ働߆߈けߢ変化を望߻ことߪ難ߒい。そのことޔ߇B さࠎにとߞ

て強くス࡟࠻スを感ߓる要因とߞߥている可能性߇考えࠇࠄる。߹たޟޔ否定的感情ޠ因子߇ૐくߥ

たこととߞ߆ߥࠇࠄ認め߇る傾向性ߔ問題行動の原因・⽿任を自分に帰߿㓚ኂࠄ߆ࠅ語ޔ߇ているߞ

関ㅪߒていると思わࠇる。さࠄにޔ親の会ࠄ߆の情報߿వヘࠄ߆の体験談を聞くことにߞࠃてޔB さ

ߒた要因とߍ因子の得点をਅޠ否定的感情ޟޔ߇たことࠇ軽減さ߇の将来への不቟߽ߤ抱える子߇ࠎ

て考えࠇࠄる。B さࠎにとߞて当ᤨ支えにߞߥていたのޔߪ同ߓ㓚ኂ児を߽つᲣ親仲間のሽ在ߢある。

就学前のᤨ期に親の会に所属ߒてᲣ親㆐と体験߿気持ちの共有߈ߢ߇たことޔ߹たޔ実用的ߥ情報を

得ࠇࠄたことにޟޔࠅࠃ否定的感情ޠ因子߇ૐくޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子߽ᐔ均並みにߞߥている可

能性߇ある。 

 

C さࠎ 

るᲣ親ߔの問題行動に対߽ߤ高めの傾向にある。子߿߿߇因子ޠ問題行動ޟޔの他にޠᗲ着困難ޟ

の対処行動との関ㅪߢ見るとޔ言葉߿身体の᜔束にࠃる行動の制御߇多くޔ特に言葉にࠃる߽の߇目

立つ。前述の通ޔࠅASD 児の問題行動ߪᲣ親の意思ߢ制御ߔることޔ管理をߔることߪ難ߒい。子ߤ

߽の問題行動に対ߒてޔこのࠃうߥ対処行動をとる場合ޔう߹くいߥ߆いこと߽多くߥるためޔ不全

感߇募ޔࠅス࡟࠻スと感ߔ߿ߓくߥる可能性߇考えࠇࠄる。ޟサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子߇ૐくߞߥている

のޔߪC さ߇ࠎ専門機関への相談߿専門家に情報・知識を求めるという対処行動を多くとߞているこ

と߇要因とߒて考えࠇࠄる。抵᛫ߥく自ࠄサ࠻࡯ࡐを得ࠃうとߔるためޔC さࠎ自身߇身の߹わࠅの

資源をう߹く活用ߔること߇出来ている。このࠃうにޔ身の߹わࠅの資源を活用ߔるߥߒ߆い߆とい

う対処行動の㆑いޟޔ߇サ࠻࡯ࡐ不足ޠのス࡟࠻ッサ࡯に影響をਈえている可能性߇示唆さࠇた。߹

たޟޔ否定的感情ޠ因子߽ૐくߞߥているޔ߇こޔߪࠇᲣ親߇子߽ߤの㓚ኂ߿問題行動を自分の⽿任

と考えていߥいことޔ߿当ᤨ支えにߞߥた子育ての自助ࠣࡊ࡯࡞のሽ在߇大߈いと考えࠇࠄる。 

 

D さࠎ 

Dޔߪてߒに関ޠ不足࠻࡯ࡐサޟ。ているߞߥૐく߇因子ޠ不足࠻࡯ࡐサޟޔの他にޠᗲ着困難ޟ

さࠎの場合ޔ家庭内㧔ᄦ㧕のද力߿親戚のද力߇得ࠇࠄるという環境の影響߇大߈いと思わࠇる。߹

たޔᲣ親同士ߢ支え合えるሽ在߇いたことޔ߿地域の理解߿ද力߇あߞたということ߽環境要因とߒ

て考えࠇࠄる。ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ同ߓ環境ߢあߞて߽ޔᲣ親自身߇サ࠻࡯ࡐを自ࠄ求めること߇無けࠇ

Dޔࠄ߆ある。そのこと߇い可能性ߥߒう߹く機能ߪその環境ޔ߫ さࠎ自身ޔ߇周࿐のサ࠻࡯ࡐを抵

᛫ߥくฃけ入ޔࠇ資源とߒて活用ߔる対処行動をとߞていたこと߽大事ߥ点ߢある。ޟ問題行動ޠ因
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子とޟ否定的感情ޠ因子߇個人内において߿߿ߪ高めߢあるޔ߇こߪࠇవ行研究におけるス࡟࠻ッサ

 。いߥ言えߪあるとߢた傾向ߞ目立ޔࠅておߒの構ㅧの基本形と類似࡯

 

E さࠎ 

他の因子に比ޟޔߴ問題行動ޠ因子߇高めにߞߥている。ޟ問題行動ޠ因子に関ߒてޔߪవ行研究

において߽高めの傾向とߞߥているためޔ目立ߞた特ᓽとߪ言えߥいޔ߇個人内ߪߢ高めにߞߥてい

るのޔߢここߢ取ࠅ਄ߍる。E さࠎの場合ޔ特に外出ᤨにおける問題行動߇心理的⽶担にߞߥている

ことޔ߇語ࠅの中ࠄ߆う߇߆うこと߈ߢ߇る。そのためޔ᥉段の対処行動ߪ子߽ߤの状態に合わߖる

こと߇多いのに対ߒてޔ外出ᤨにおいてޔߪ問題߇起߈そうߥ状況を避けたޔࠅ一ᤨ的ߥ対処ߢその

場を乗ࠅಾること߇多くߞߥている。߹たޔవ行研究の基本形と異ߞߥているのޟޔ߇否定的感情ޠ

因子߿߿߇ૐくߞߥている点ߢある。子߽ߤの㓚ኂ߿問題行動の原因・⽿任を自分に帰ߔることߥ߇

いことޔ߿当ᤨޔ同ߓ㓚ኂ児のᲣ親仲間ࠄ߆理解・共感߇得ࠇࠄたこと߇背᥊にあると考えࠇࠄる。

E さࠎの場合ޔߪ相談に対ߒてౕޔ体的ࠕߥドࡃイスを求めているというޔ߽ࠅࠃそのᤨ々の状況の

理解߿共感を求めていることޔࠄ߆専門家に対ߔる相談ޔ߽ࠅࠃᲣ親仲間への相談の方߇心理的ケࠕ

の有効性߇高いと思わࠇる。 

 

5 ฬそࠇߙࠇの考察の結果ࠄ߆得ࠇࠄたいくつ߆の所見を以ਅに߹とめる。網  

ス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧとᲣ親の気持ちにおいてޟޔ否定的感情ޠ因子と原因・⽿任を自分に追求ߔる

自⽿の念の強さとの関ㅪ߇見ࠇࠄた。ޟ否定的感情ޠ因子の質問㗄目にޔߪ子߽ߤの進路߿成長のこ

とޔ子߽ߤとの相性ߤߥの㗄目とと߽にޔ子߽ߤの㓚ኂに対ߔる自⽿の念に関ߔる㗄目߇ある。߆ߒ

。たࠇ示さ߇る可能性ߔሽ在߇否定的感情の根底に自⽿の念ޔてߒを通ࠅ本研究におけるᲣ親の語ޔߒ

子߽ߤの㓚ኂ߿問題行動の原因・⽿任を自分に求めることޔߢ子߽ߤの将来のこと߿成長に関ߒての

⽿任感とޔࠅߥ療育意識の高߹ߤߥࠅにつ߇ߥるޔ߇一生懸๮子߽ߤの成長のためにദ力ߒた結果う

߹くいߞ߆ߥ߆たᤨにޔߪ自信の༚失につߞ߇ߥてߒ߹う。このࠃうにޔ自⽿の念߇自信の༚失につ

߆得る。以਄の事ࠅߥス要因と࡟࠻てのスߞᲣ親にとޔߒ起こ߈感情を引ߥ否定的߇ࠄࠇそޔࠅ߇ߥ

あߢ有効߇た支援ߒ自⽿の念の軽減を目的とޔߪてߒ因子の高いᲣ親への支援とޠ否定的感情ޟޔࠄ

ると考えること߈ߢ߇る。 

ス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧと対処行動の関ㅪޟޔߪߢ問題行動ޠ因子߇高い場合ޔᲣ親߇子߽ߤの問題行

動に対ߒて身体的᜔ߥ束にࠃる行動の制御を行ߞている傾向にあること߇示唆さࠇた。ASD 児の問題

行動への対処とߒて身体的᜔ߥ束を用いた場合ޔその子߽ߤの行動の変容にߪあ߹ࠅ効果߇見ߥࠇࠄ

い。ޔࠈߒ߻問題行動に⛯くᲣ親ࠄ߆の身体的᜔ߥ束߹߇ߢ一ㅪの習慣化ߒた行動とߞߥてߒ߹うこ

と߽ある。そうߞߥた場合ޔ問題行動ߪ無くߥࠄߥいߛけߥߪߢくޔ何ᐲ߽繰ࠅ返さࠇてߒ߹うこと

にߥる。行動の制御߇う߹くいߥ߆いことへの心理的⽶担ޔ߿その行動を何ᐲ߽繰ࠅ返ߔことࠄ߆く
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る疲労感ޔ߇Უ親のス࡟࠻ッサ࡯にߥると考えࠇࠄる。 

߹たޟޔサ࠻࡯ࡐ不足ޠ因子ૐ群においてޔߪᲣ親߇周࿐の人々߿専門機関に自ࠄサ࠻࡯ࡐ求める

という対処行動߇関ㅪߒていると考えࠇࠄる。そߪࠇ同ᤨにޔサ࠻࡯ࡐを抵᛫ߥくฃけること߈ߢ߇

るということ߽ߢある。このࠃうにޔᲣ親߇自分ߛけߢ対処ࠃߒうとޔߕߖ身の߹わࠅにあるサ࡯ࡐ

前述の援助にޔにࠄある。さ߇た可能性ߒ向਄߇質߿の㊂࠻࡯ࡐ実際にサޔߢたことߒ資源を活用࠻

対ߔる抵᛫感のૐさ߽一因とߞߥてޔᲣ親自身߇様々ߥサ࠻࡯ࡐのሽ在に気付けたということޟޔ߇サ

 。るࠇたと思わߞ߇ߥることにつߍ因子の得点をਅޠ不足࠻࡯ࡐ

Უ親の語ࠅの中ޔߢサ࠻࡯ࡐ資源の種類とߒてޔ家族㧔ᄦ㧕ޔ␲父Უߤߥの親戚ޔ地域の人々ޔᲣ

親෹ߛちޔ親の会ޔ専門機関㧔専門家㧕߇ߤߥ挙ࠇࠄߍた。その中ޔ߽ߢᲣ親の心理的ケ߿ࠕ子߽ߤ

の療育・進路に関ߔる有用ߥ情報ឭ供の場とࠅߥ得るのޔ߇親の会と専門機関ߢある。親の会におい

てޔߪ情報߇実用的ߢ生活にහߒておޟޔࠅ同ߓ体験を持つ者同士ߢあるࠄ߆こその共感߿理解߇得

߹。いという利点߽あるߥࠄ߆掛߇࠻コスࠅ߹あߪた。親の会の場合ࠇࠄ多くみ߇ࠅとの語ޠるࠇࠄ

たޔ療育に関ߔる専門的ߥ知識߿情報を得る場合ޔ߿Უ親߇心理的ケࠕをฃけるためにߪ専門機関߇

㊀要ߥ役割を果たޔ߇ߔコス߇࠻掛ߞ߆てߒ߹うこと߇利用ࠄߠߒさの要因ߢあること߇語ࠇࠄた。

こࠄࠇ 2 つのサ࠻࡯ࡐ資源ߪお੕いに補い合う部分߽多くޔ両方を状況に合わߖて活用ߒていくこと

 。るߥ必要と߇

 

㧟．ޟ愛着困㔍ޠ因子と対処行動の関連 

 

ここޟޔߪߢᗲ着困難ޠ因子高群㧔A さޔࠎB さޔࠎC さࠎ㧕とૐ群㧔D さޔࠎE さࠎ㧕ޔそߙࠇ

 。考察を行うޔߒる対処行動を᛽出ߔ共通ߢの群の中ࠇ

 

㧔㧝㧕高群に共通ߔる対処行動 

・言葉߽ߒくߪ身体の᜔束にࠃる子߽ߤの行動の制御 

・子߽ߤの行動制御における不全感ࠄ߆くる感情的対処 

網 る行動の制御ࠃ身体の᜔束にߪくߒて言語߽ߒの問題行動に対߽ߤ子ޔߪߢ因子高群ޠᗲ着困難ޟ

を行うこと߇多いという特ᓽ߇語ࠄ߆ࠅ得ࠇࠄた。この群においてޔߪᲣ親߇子߽ߤに対ߒて働߆߈

けをޔߒ行動の変容をଦそうとߔる傾向にある。ASD 児の問題行動の制御ߪ難ߒいためޔその行動の

原因とߞߥている子߽ߤの気持ちに注目ߔること߇必要とߞߥてくる。߽ちޔࠎࠈෂ険߇生ߓる場合

ޔߒ߆ߒ。こと߽多いߥ必要߇行動の制御ޔࠅあߢ様々ߪ状況ߤߥう場合߹ߒけて߆他者に迷惑をޔ߿

一ᤨ的に子߽ߤの問題行動を制御ߒたとߒて߽ޔ他の場面ߢの般化ߪ難ߒくޔ行動制御その߽のを求

めて問題行動を繰ࠅ返ߔ場合߽ある。こうߒた事態ޔߪᲣ親に不全感߿苛立ちを߽たޔߒࠄその不全

感߿苛立ち߇Უ親のᚒᘟの限界を超えたᤨޔ感情的ߥ対処にߞߥてߞ߹ߒたと考えࠇࠄる。߹たޟޔᗲ
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着困難ޠ因子高群においてޔߪ専門的知識・情報の෼集に積極的ߢあޔࠅ療育への関心の高い傾向性

߽見ࠇࠄた。このことޔߪ子߽ߤの行動変容への意識߇高いこと߇背᥊にある可能性߇あるޔ߇੹後

さߥࠄる検討߇必要ߢある。 

 

㧔㧞㧕ૐ群に共通ߔる対処行動 

・子߽ߤの状態߿子߽ߤの࡯ࡍスに合わߖた対処行動 

・子߽ߤの成長を待つ行動 

網 るとߖスに合わ࡯ࡍの߽ߤ子߿の状態߽ߤ基本的に子ޔߪていたのߒ因子ૐ群に共通ޠᗲ着困難ޟ

いߞた対処行動ߢある。家族ࡔン࡯ࡃ以外の他者߇ሽ在ߔる場面ޔߪߢ行動の制御を行うޔ߇家族ࡔ

ン࡯ࡃのみの場合ޔߪߤߥ子߽ߤの気持ちに焦点を当てた対処行動をとる傾向߇見ࠇࠄた。ߥߔわちޔ

問題行動自体の制御ޔ߽ࠅࠃその行動の原因を取ࠅ㒰くことに㊀点߇置ࠇ߆ている。そߒてޔ子߽ߤ

の気持ち߇おさ߹ߥࠄいᤨޔߪ落ち着く߹ߢ待つという姿勢ޔ߿子߽ߤの行動に長ᤨ間付߈合うとい

ޔ߿い場合ߥ߇間に余裕ᤨޔࠅあߢ必要߇強いᔋ耐力ޔߪ対処行動ߥうࠃた。このࠇࠄ見߇ࠅた語ߞ

同胞の子育て߽行ߞている場合ߪߤߥ難ߒいと思わࠇる。たޔߛこのࠃうޔߥ子߽ߤの気持ちに焦点

を当てた対処行動ޔߪߢ不全感߿苛立ちߪ起こࠅにくくޔࠅߥᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯の軽減に寄ਈߔる

可能性߇示唆さࠇた。その他ޟޔᗲ着困難ޠૐ群に見ࠇࠄた特ᓽとߒてޔ慣ࠇて߈た問題行動にߪ振

た行ࠇの習慣化さ߽ߤ子ߥて੍期可能ߞᲣ親にとޔߪ㧔2004㧕ࠄ↰た。種子ߞあ߇い傾向ߥࠇ回さࠅ

動߇Უ親の育児⽶担感に影響ߥߒい可能性を報告ߒておޔࠅ本研究において߽そࠇを支持ߔる内容と

 。たߞߥ

 

㧠．親の会の役割 

網  

Უ親の語ࠅの中ޔߢ発㆐㓚ኂ児߿そのᲣ親の支援に関わる療育機関・専門機関に対ߒてޔその数の

不足ޔ߿コス࠻面ߤߥ様々ߥ課題߇指摘さࠇた。そߒてޔそういߞた課題を補う役割とߒてޔ親の会

の㊀要性߽示さࠇた。ASD 児を育てるᲣ親にとߞてޔ困難さ߿大変さをᲣ親仲間と共有ߔることޔߪ

቟心感の獲得とと߽にޔቅ⁛感の軽減に߽つ߇ߥる。さࠄにޔ親の会にߪ就学前ࠄ߆高校生以਄の子

ての機ߒ情報を得る場と߿知識ߥの実用的ࠄ߆వヘޔࠄ߆ていることߒ幅広く所属߇を持つᲣ親߽ߤ

能߽語ࠇࠄた。߹たޔ専門性を取ࠅ入ࠇるためにޔක療・福␩・教育の専門家にࠃる講演会߿ᙣ談会

を開くޔߤߥ親の会の機能߽発展ߒつつあること߇う߇߆えた。特にޔ子߽ߤの㓚ኂ߿問題行動を自

分の⽿任ߛと感ߓてߒ߹いߔ߿いᲣ親に対ߒてޔߪそういߞた専門家にࠃる心理教育等߇大ߥ߈サࡐ

ࠕ所属に踏みಾることに抵᛫のあるᲣ親へのࠄ親の会へ自ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ。るࠇࠄると考えߥに࠻࡯

 。たߞߥに߆ࠄあるという課題߽᣿ߢ必要߇࠻࡯ࡐ親の会のㆇ営自体に߽サߪにࠄさޔ߿チ࡯ࡠࡊ

 



－網拙……網－網

Χ．今ᓟの課題 

 

本研究における考察内容ޔߪ対象とߥる事例数߽少ߥくޔ߹た回想にࠃる語ࠅを基にߒているためޔ

一般化ߔることߥ߈ߢߪい。Უ親の育児ス࡟࠻スの要因ߪいくつ߽あると考えࠇࠄる。ߒたߞ߇てޔ

そࠄࠇを理論化ߔることޔ߽ࠅࠃそࠇߙࠇのᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯構ㅧと合わߖてޔ対処行動等のᲣ親

ࡐたサߞ個々に合ޔߒ社会的資源等を緻密に検討ߥび利用可能ࠃおޔ資源߿ている力ߞと߽と持߽߇

構࡯ッサ࡟࠻気持ちを中心にス߿Უ親の対処行動ޔߪߢる。本研究ߥ㊀要と߇を考えていくこと࠻࡯

ㅧとの関ㅪを検討ߒたޔ߇他に߽ޔ親の㓚ኂฃ容過程߿個人特性ޔ子߽ߤの特性ޔ家族機能ޔ環境要

因等との関ㅪ߇考えޔࠇࠄそࠄࠇの視点߽合わߖて検討ߒていく必要߇ある。߹たޔ本研究ߪߢ就学

前の ASD 児のᲣ親のス࡟࠻ッサ࡯に焦点を当てたޔ߇学齢期以降の研究ߛ߹ߪ少ߥいの߇現状ߢあ

る。ASD 児の発㆐に伴い家族のス࡟࠻ッサ࡯の構ㅧ߿サ࠻࡯ࡐのߪ࠭࡯࠾変化ߒていくためޔ੹後ߪ

発㆐段㓏に合わߖたࠅࠃޔ長期的ߥ家族のサ࠻࡯ࡐの在ࠅ方をតߞていくこと߇望߹ࠇる。 
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